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　７月 24 日（水）から３日間、白馬北小学校の５年生の皆さんが太地町に滞在されました。
　25 日は太地町公民館で交流会が行われ、太地小学校児童は、いさな太鼓を披露し白馬北小学校の
児童は、とてもきれいな歌声で「島人ぬ宝」の歌を合唱し、両校とも素晴らしいパフォーマンスを見
せてくれました。交流会終了後は、観光船に乗って紀の松島めぐりをし、太地町立くじらの博物館で
イルカショーなどを見学し、午後からは、晴天のもと、磯で泳いだり貝を獲ったりして楽しんでいま
した。
　最後には、獲った貝でバーベキューをし、みんなおいしそうに食べていました。

　９月１日現在で、町内在住の 80 歳以上の
方々は 498 名です。
　年代別にしますと、100 歳以上が女性１名、
90 歳以上が男性 24 名、女性 69 名、80 歳以
上が男性 141 名、女性 263 名となっています。
この方々には町長よりご長寿祝い金が贈呈さ
れます。ご長寿おめでとうございます。

～白馬北小学校の皆さんようこそ太地町へ～

～ご長寿お祝い申し上げます！～

　８月５日（月）、役場２階応接室で行政相談
委員委嘱状交付式が行われ、長尾宝代さんが
総務大臣より委嘱されました。
　

～行政相談委員委嘱状交付式行われました～

 

広報たいじ　今月のトピックス

グラウンドゴルフで元気に体を動かす皆さん

くじらの博物館見学 磯で泳いだり、貝を探す子どもたち

写真左　長尾宝代さん



今回も先月号と同様に、4月末から5月にかけて太地を
訪問したブルームの生徒がホームステイをしたお家の方
にインタビューいたしました。
今月号は、瀬戸さんのお話をご紹介します。

ホストファミリーインタビュー ＊話し手：弘美さん

―ホストファミリーになろうと思った理由は何ですか？
2010 年に娘がブルームへの派遣事業に参加し、お世話

になったこともあって、今回もホストファミリーになるこ

とに決めました。ブルームからの生徒の受け入れは、今回

で３回目になります。

―ホームステイの受け入れをした感想を教えてください。
生徒たちがご飯やお菓子など、とにかく何でも食べてく

れたことが嬉しかったです。２人とも本当によく食べてく

れて、私が作った料理もおいしいと喜んで食べてくれたの

で、作りがいがありとても嬉しかったです。朝からご飯を

楽しみに待ってくれていたのか、毎朝食卓に２人座って待

っていた姿がとても可愛く思えました。ポップコーンやア

イスクリーム、果物などデザートも 2 人ともよく食べてい

ました。

日本の若者のファッションにもとても興味がある様子

で、買い物へ連れて行くととにかくたくさんの服を試着し

ていました。

２人とも人なつっこくて、私のことを「ママ」と呼んで

慕ってくれました。「来年も来たい、帰りたくない」と言う

ぐらい太地の家を気に入ってくれて、太地を出た後も日本

に滞在している間中毎日メールをくれました。

―ホストファミリーになって良かったと思ったことはあります
か？

ホストファミリーとして受け入れをすることで、お互い

に違う文化を学び合うことができたことです。私も初めて

受け入れをする以前は、言葉や食べ物の違いなどから不安

もありました。でも受け入れてみると、大事なのは言葉で

はなくて心と心が通じ合うことだということに気付きまし

◎ホストファミリーのお名前・家族構成

父：瀬戸 睦史（むつし）さん

母：   弘美（ひろみ）さん

長女：  悠里花（ゆりか）さん（16歳）

◎ホームステイした生徒

エマ・リー・フォイ

クラリッサ・チャーチル

た。私は英語が苦手でしたが、知っている単語やジェスチャー

で話をすることができたし、冗談を言い合ったりからかい合っ

たりするぐらい打ち解けました。

またホームステイに来る子どもたちは、日本の文化を学びた

いという気持ちでこちらに来ているので、食べ物も気にせず

色々なものを出してあげれば良いと思います。

お子さんがブルームに行っていなくても、ホームステイの受

け入れをすることは十分に意味のあることだと思います。これ

からも多くの人にホストファミリーになっていただきたいで

す。

―ありがとうございました！

●写真左／町の歓迎会に

て、ステージ上で踊る太地

とブルームの生徒たち

●写真右／お別れの朝、別

れを惜しむエマ（左）と悠

里花さん（右）
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　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき
建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小
企業の振興を目的として設立された退職金制度で
す。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた
日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼
り、その労働者が建設業界で働くことをやめたと
きに建退共から退職金を支払うという、いわば業
界全体での退職金制度です。

加入できる事業主：建設業を営む方
対象となる労働者：建設業の現場で働く人
　　掛金：日額３１０円
◇建退共制度の特例措置のお知らせ◇
　建退共では、地震等により災害救助法が適用さ
れた皆様に対し、各種手続の特例措置を実施して
おります。

　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、
Ｑ＆Ａなど建退共制度の知りたい情報が記載され
ています。ぜひ、アクセスしてご覧下さい !!
※詳しいことは、最寄りの建退共支部へお問い合
わせください。
建退共和歌山県支部
ＴＥＬ　０７３（４３６）１３２７

　和歌山県では、平成 26年の世界遺産登録 10周年を契機に実施する
和歌山デスティネーションキャンペーン、平成 27年の紀の国わかやま
国体・紀の国わかやま大会、高野山開創 1200 年とビッグイベントが連
続し、国内外からの観光客の増加が期待されています。
　和歌山に来ていただいた方々に、「和歌山に来てよかった！」、「また、
和歌山に来たい！」と心から感じていただけるよう、「笑顔であいさつ
します」、「すすんで観光案内をします」など自分でできる「おもてなし」
の宣言をしていただける方を募集しています。

○対象：和歌山県にお住まいの方、通勤・通学されている方
（個人、グループ、企業・団体、学校など）
○宣言者には：宣言・登録証、ステッカー、ハンドブックを配布
○希望者には：接客の研修会などで実践をサポート
○問合せ：県庁観光振興局　電話　073-441-2777

　和歌山大学南紀熊野サテライトでは、
2013 年度後期の学部開放授業受講生（2 科
目）を募集します。

○ 10 月～ 1 月の間で各授業科目を順次開催
　（金曜日夜間及び土・日曜日に開講）
○学部開放授業：2 科目（各科目定員 30 名）
　「紀州郷土学Ｂ」、「地域暮らしの安全学」
　※土曜日（13：00 ～ 17：00）に開講

※詳細について、南紀熊野サテライトＨＰ
をご覧頂くか、事務室にお問い合わせ下さ
い。

○場所
　県立情報交流センター Big・U
○申込締切日
　9 月 20 日（金）
○問い合わせ先
　和歌山大学南紀熊野サテライト事務室
　〒 646-0011　田辺市新庄町 3353-9-102
　TEL：0739-23-3977

知っていますか？建退共制度

「わかやまおもてなし宣言」参加者募集中

和歌山大学南紀熊野サテライト後期
受講生募集
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　太地町では、災害時の緊急情報や避難情報
など、町民の皆さんの安全を守り、大切な情
報をお届けするために、防災行政無線（町内
放送）を受信できる機能を持った「防災ラジ
オ」を貸し出しています。
◇対象　太地町全世帯
◇無償貸し出し・随時受付
　お申込みは太地町役場総務課（0735―59
―2335）へお願いします。
申込書は役場にございますので、お申込みの
際は印鑑をご持参ください。
　なお、お申込みや受け取りが困難な方は、
お気軽に役場総務課までご連絡ください。

◇日時　平成 25 年 9 月 15 日（第 3 日曜日）
午前 9 時～午後 5 時

◇場所　新宮公証役場
◇相談員　公証人　中村　司（和歌山地方法務

局所属）
◇相談内容　遺言、相続、任意後見（高齢者等

の財産管理）、離婚問題（子の養育費、慰謝
料、財産分与、年金分割）、土地建物の賃貸借、
金銭の貸借、債務弁済、売買、贈与、その他
の大切な契約、尊厳死宣言、会社定款など

◇予約　電話で予約してください。
◇その他　平日（月曜～金曜）の相談も、ご利

用ください。相談は、すべて無料（秘密厳守）
です。

◇問い合わせ　新宮公証役場
   TEL  0735-21-2344　 FAX  0735-21-2378

１．終戦後、外地から引き揚げて来られた方々が、上陸地の税関又は海運局に預けられた通貨・証
券など

２．外地の総領事館や日本人自治会などに預けられた通貨・証券などのうち、その後日本に返還さ
れたもの

お心当たりの方は税関へお問い合わせください。ご本人だけでなく、ご家族の方も問い合わせや返
還請求をすることができます。
保管証券返還のご案内は、大阪税関ホームページでも御覧いただけます。
大阪税関ホームページアドレス　http://www.customs.go.jp/osaka/

お問い合わせ先
　　　　大阪税関　和歌山税関支署　新宮出張所
　　　　〒 647-0061　和歌山県新宮市三輪崎 3006-2
　　　　　ＴＥＬ　0735（31）5258

　９月 12 日は「水路記念日」です。
　この日は、我が国が独自に海図作成を行うための機関として明治４年に兵部省海軍部に「水路局」

（現海上保安庁海洋情報部）を設けた日を記念して定められました。
　これに伴い、下里水路観測所では９月 18 日に一般公開を開催致します。
　内容は、業務紹介及び人工衛星レーザー測距観測の実演のほか、月の観望や１９日の中秋の名月
にまつわる話の紹介を行います。
１． 日　　　　時　平成 25 年９月 18 日（水）19 時から 20 時 30 分まで
２． 場　　　　所　下里水路観測所
３． 定　　　　員　先着 20 名程度（事前申し込みが必要）
４． 申し込み方法　電話、ＦＡＸ又は電子メールのいずれか
５． 受 付 期 間 

日曜・無料　遺言公証法律相談のお知らせ防災ラジオの貸し出しについて

「水路記念日」に伴う一般公開について

税関では、お預かりしている次の通貨・証券などをお返ししています。
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《保健衛生関係 9月行事予定》

　
平
成
25
年
7
月
20
日
（
土
曜
日
）・
21
日
（
日
曜
日
）
に

今
年
で
16
回
目
を
迎
え
た
白
馬
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
20
日
に
は
駅
伝
の
部
が
、
21
日
に
は
個
人
種
目
が
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
2
0
1
1
年
の
世
界
陸
上
韓
国
テ
グ
大
会
の
女

子
マ
ラ
ソ
ン
代
表
野
尻
あ
ず
さ
選
手
ら
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た

約
2
、
5
0
0
人
の
選
手
た
ち
が
1
9
9
8
年
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
は
2
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
し
た

選
手
た
ち
は
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
気
持
ち
よ
く

走
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
野
尻

選
手
の
他
に
も
毎
年
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
て
い
る
間
野

敏
男
さ
ん
、
酒
井
浩
文
さ
ん
を
は
じ
め
現
役
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
日
本
代
表
の
恩
田
祐
一
選
手
、
競
歩
チ
ー
ム
、

関
西
か
ら
の
お
笑
い
芸
人
チ
ー
ム
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
チ
ー

ム
な
ど
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
大
い
に
大
会
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ー白馬からお便りー【姉妹都市「白馬村」コーナー】

住民基本台帳
（平成 25 年 7 月末日現在）

総人口 3,381 人
　　男  1,533 人
　　女  1,848 人

世帯数   1,651 世帯
（前月比：総人口 5 人増
              世帯数 1 世帯増）
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秋季大運動会
（小学校・幼保・町民合同運動会）

☆　平成25年９月29日（日）　※雨天順延
　　太地小学校グラウンド

子育て支援関係
月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

９月  ５日（木）
ちびっ子ひろば 10：00 ～ 11：00 ふれあいルーム９月 12 日（木）

９月 19 日（木）
健康相談

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

９月 10 日（火） 成人健康相談（血圧測定）
10：30 ～ 11：30 公民館
13：00 ～ 13：30 平見集会所
14：00 ～ 15：00 老人憩の家

９月 11 日（水） 乳幼児健康相談 10：00 ～ 11：30 多目的センター
９月 30 日（月） 成人健康相談（血圧測定） 15：00 ～ 15：30 森浦集会所
健康教育

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
９月  ６日（金） 男の人の料理教室 10:00 ～ 13:00 公民館
９月  ２日（月）

なかよし体操 13：30 ～ 15：00
東新集会所９月 30 日（月）

９月  ９日（月） 森浦集会所９月 30 日（月）


